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1錯

:揚
l墜蕎Ъ壁魯整女性を埋葬か

国内初の盾形銅鏡と、東アジア最大

の鉄剣が出土した奈良市の富雄丸山童

、導_11世湿観 でぇて杢棺の申か̂ 2&
換の銅鏡や髪tF重すi肇壁などが見つか
った。市教育委員会が 13日 、発表 し

た。副葬されることが多い刀剣や甲冑

などの武器が木棺内にはなく、女性が

葬られていた可能性があるという。

同古墳 円墳。古墳北

東部にあ

を で覆 た粘土 が見つ

2022年からの発掘調査で、「

形銅鏡」と全長 237事の蛇行剣が木棺

の上で重なるように出上した。昨年12

月からは本棺を覆う粘土を取 り除き、

調査を進めていた。

本棺 (全長約 5。 6傷 )の内部は,3分割 ,

され、中央の「主室」 (長さ2.4傷)に
被葬者が納められたとみられる。頭と

推定される場所は水銀朱て墓つ赤に染

まっていた。足側には、竹製とみられ

る長さ14姜
ンほどの竪櫛が Q点あった。

3枚:の 鏡 は、足側の「冨」室:」 (同 1.3

奈良。富雄丸山古墳

があり、「

"治

時代iの1盗1漁や1972年の発
掘調套で、鉄製武器や石製品が見つか
り、三角塚神獣鐘も出上したとされ
る。今回の木棺には武器類がなく、市

教委埋蔵文化財調査センターの鐘方正

樹所長は「被葬者は女性では。墳頂部

に葬られた男性が軍事や政治を担当し

たのに対し、祭祀を分担していたのか

もしれない」と話した。

現地 見学会は16、 17日。また蛇行会」の

富
雄
丸
山
古
墳
か

上
に
し
た
銅
鏡
が

ら
出
土
し
た
木
棺
。
奥
に
鏡
面
を

あ
る
＝
奈
良
市
、
自
井
伸
洋
撮
影

。上の 1枚 保存処理が終わり、奈良県立橿原考古

学研究所付属博物館で30日 ～ 4月 7日

に公開 (1日休館 )される。 (今井邦彦)
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